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 以前からそうでしたが、芸能人による薬

物事件が後を絶ちません。また、近年では

薬物事件は低年齢化し、小学生が大麻を吸

っていたという報道がされたこともありま

す。薬物に手を出すことが悪いことである

なんてことは、言われなくともほとんどの

人が知っています。しかし、おそらく悪い

と知りつつも興味本位から手を出し、抜け

出せなくなっていくのが現状なのかと想像

します。世の中には薬物だけでなく、多く

の誘惑が溢れています。遊ぶお金目当てに

自分を売ってしまうこともあります。私た

ちも犯罪ではないにしろ、多くの誘惑にあ

います。特にクリスチャンであれば、世の

中では赦されても、聖書の規準からすると

罪になるような誘惑にあい、負けてしまっ

て罪を犯してしまうことがあります。これ

はクリスチャンならば誰もが経験すること

です。そして、自分に失望し、その罪の傷に

よって神様から離れていってしまうことも

あります。世には多くの誘惑があるのです

が、私たちはどうしたら良いのでしょうか。 

そのような私たちに対して、今月の聖書

のことばには希望があるように思えます。

「私たちの大祭司」とありますが、これは

イエス様のことです。聖書は、イエス様は

私たちの弱さに同情できない方ではない、

つまり、同情できるお方だと語ります。イ

エス様は罪を犯したことはないのですが、

聖書にはイエス様が多くの誘惑にあってこ

られたことが書かれています。特に有名な

のは荒野での悪魔の誘惑です。そこでは、

三つの誘惑にあわれました。一つ目は、空

腹状態にあったイエス様に石をパンに変え

私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方で

はありません。罪は犯しませんでしたが、すべての点に

おいて、私たちと同じように試みにあわれたのです。  
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～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

よ、と誘うものでした。これは、神への信頼

を抜きにしてパンを得ることへの誘惑でし

た。また、次には、神殿の頂上から飛び降り

て神の助けを試すように、との誘惑でした。

これは、神の主権を侵すように導くもので

した。最後は、世の栄華の誘惑でした。悪魔

は物質文明の豊かさをイエス様に見せ、も

し自分にひれ伏すならば与えよう、と挑戦

しました。しかし、イエス様は、神の国と

は、世の権力や富をもって実現する地上の

王国のことではなく、神にのみ仕える服従

の道にあることを教えられました。これだ

けでなく、その他にもイエス様は多くの誘

惑にあわれました。ここで注意しておきた

いのは、誘惑には誰もがあうということで

す。問われているのは、誘惑にあったとき

にどうするかです。私たちには罪の性質が

ありますから、誘惑が魅力的に見えて引き

寄せられてしまいます。一時の快楽に身を

委ね、自分の欲望を満たすために犯罪ギリ

ギリのことに手を染めることもあるかもし

れません。それが私たち人間です。しかし

もちろん、それでよいはずがありません。

その先に待っているのは恐ろしい最後だか

らです。私たちは誘惑にはあうのですが、

イエス様はそんな私たちに真の意味で同情

し、とりなしてくださいます。それが可能

なのは、私たちがあうかもしれない全ての

誘惑をイエス様も経験されたからです。私

たちは飢え、疲れ、孤独を味わうことがあ

ります。それらを埋めようと必死にもがき

ます。しかし、私たちはまずイエス様のと

ころに向かいたいのです。ご自分も同じ誘

惑を経験されたからこそ私たちのことを十

分に理解し、同情してくださいます。その

イエス様のところに私たちは向かって行き、

幸いな人生を歩ませて頂きたいと願います。 

◆コラム 

クリスチャンであろうとなかろうと誘惑にあ

います。私も経験がありますが、負けると本当

にみじめな気持ちになります。しかし、また負

けてしまう。同じことをくり返すのです。そし

て、負け続けると段々と誘惑を誘惑と思わな

くなって常態化し、罪を犯し続けることがあ

ります。私たちには良心がありますから悪い

ことをするときには必ずセンサーが鳴りま

す。しかし、そのセンサーを無視し続けると

き、気づいたら逮捕されているなんてことも

あるのかもしれません。誘惑は恐ろしいもの

です。軽く見ることがないように注意する必

要があります。 


